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気候変動に伴う水害リスクの増大を踏まえ、河川整備が未着手の
中・上流部の水害リスクの高い地域においても、治水安全度を向上さ
せる対策を加速化されたい

浸水警戒区域における既存住宅への補助要件の改善等、避難空間
を確保するための対策を加速化されたい

避難困難者利用施設（病院、福祉施設等）の建築条件の見直しも含
め、人的被害防止策を検討されたい

農地を含む貯留機能を有する施設の効果把握と活用・支援について
検討されたい

住民が水災害を“わがこと”として捉え、社会構造の変化にも対応して
地域防災力の向上を図るべく、避難確保計画の策定支援や水辺に親
しむ活動等を、防災・福祉・教育部局等と連携し、推進されたい

気候変動に伴う水害リスクの増大を踏まえ、河川整備が未着手の
中・上流部の水害リスクの高い地域においても、治水安全度を向上さ
せる対策を加速化されたい

ためる対策やEco-DRR等、複数部局にまたがる対策を連携・推進
するために必要な科学的根拠に基づく指標設定や推進体制を検討
されたい

浸水警戒区域における既存住宅や避難場所整備への支援制度の改
善等、避難空間を確保するための対策を加速化されたい

避難困難者利用施設（病院、福祉施設等）の建築条件の見直しも含
め、人的被害防止策を検討されたい

貯留機能を有する農地や施設等の効果把握と活用・支援について検
討されたい

住民が水災害を“わがこと”として捉え、社会構造の変化にも対応して
地域防災力の向上を図るべく、避難確保計画の策定支援や水辺に親
しむ活動等を、防災・福祉・教育部局等と連携し、推進されたい

前回からの答申変更箇所

ためる対策やEco-DRR等、複数部局にまたがる対策を連携・推進
するために必要な科学的根拠に基づく指標設定や推進体制を検討
されたい

浸水警戒区域について、重点地区での取組および区域指定を継続
するとともに、非居住エリアについても区域指定を推進されたい

浸水警戒区域について、重点地区での取組および区域指定を継続
するとともに、非居住エリアについても区域指定を推進されたい
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